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サ
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み
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サ
ー
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ス
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市
や
事
業
者
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

① 相 談
市または相談支援事業者に
相談します。

③ 審査・判定
調査結果をもとに市で審査・判定
が行われ、どのくらいのサービス
が必要な状態か（障害程度区分）
が決められます。

⑤ 事業者と契約
サービスを利用する事業者を選
んで契約します。必要であれば
相談支援事業者がサービス利用
計画を立てます。

② 申請・調査
サービスが必要な方は支給の申
請を行います。続いて現在の生
活や障害の状況についての調査
（アセスメント）が行われます。

④ 認定・通知
障害程度区分などによりサービ
スの支給量などが決まり、通知
され、受給者証が交付されます。

⑥ サービス利用
サービスの利用を開始します。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
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【地域生活支援事業】 ：地域での生
活を支える総合的な支援事業を行います。

○日常生活用具の給付
○社会参加促進事業
○相談支援事業
○地域活動支援センター事業
　など

障害福祉サービス

【介護給付】 ：障害程度が一定以上の
人に「療養」上または「生活」上の必要な
介護を行います。

○療養介護
○居宅介護（ホームヘルプ）
○重度訪問介護
○行動援護
○生活介護
○児童デイサービス
○短期入所（ショートステイ）
○重度障害者等包括支援
○共同生活介護（ケアホーム）
○施設入所支援

【訓練等給付】 ：身体的または社会的
なリハビリテーションや就労につながる支
援を行います。

○自立訓練
○就労移行支援
○就労継続支援
○共同生活援助 （グループホーム）

障害者自立支援法によるサービス体系

【自立支援医療】 ：障害の種類や年
齢により決められていた医療費を一本化。

※現在、このサービスをご利用の方が４月１日
　以降も継続して利用するためには、３月末ま
　でに「新しい手続き」が必要です。

○精神通院医療
○更生医療

○育成医療

【補装具費の支給】 ：補装具の購入
や修理にかかる費用の一部を給付します。

○車椅子
○補聴器
○義手、義足  など

サービスにかかる費用
　サービス費用をみんなで支え合うため、原則１割を支払い、残りの９割は市と県、国が負担する仕組みです。ただし、
所得による上限の設定、高額障害福祉サービス費の支給、個別や社会福祉法人の減免など、利用する方の負担が重くなら
ないように配慮されています。
☆施設サービスを利用する場合の光熱水費などは全額自己負担です。ただし、施設入所者で低所得の方は、負担が軽減されます。

障
害
者
（
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・
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神
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�利用している医療機関
　または福祉課　�53－8464

�県能登中部保健福祉センター
　�53－2482
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